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テーマ： 生物多様性と SDGs～高校生同志の SDGs 意見交換会
目 的： 東北6県の高校が集まり、「持続可能な社会」について学び、
 環境をテーマに話し合う。
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参加高校

参加高校生の感想

青森県立むつ工業高等学校 青森県立三本木農業高等学校・三本木農業恵拓高等学校
青森県立木造高等学校 岩手県立遠野緑峰高等学校 岩手県立花巻農業高等学校
秋田県立新屋高等学校 秋田県立能代松陽高等学校 宮城学院中学校高等学校
宮城県志津川高等学校 宮城県多賀城高等学校 宮城県利府高等学校
宮城県古川黎明高等学校 宮城県築館高等学校 山形県立山形西高等学校

♦ 水環境を中心として、ヨシ原に生息する動植物の研究に
興味をひかれた。

♦ 他の高校の研究に高校周辺の生物調査があったが、この
研究は生物多様性の研究に関連していると感じた。

♦ 1つの観点のではなく、一見関係なさそうな所から多面的
にその観点を見ることで、これまでは気づけなかった事
も発見することができた。

♦ 高校生の自分には何もできないのではないかと思っていま
したが、あらゆる視点から物事を見ることで取組みが可能
であると思った。

♦ 東北という1つの地方とはいえ、地域や特色が違うからこそ
多様な考え方があるのだと感じた。

♦ 喫緊の課題である飼料生産に関して、高校生から課題に取り
組み、地域を巻き込んだ活動していく必要があると思った。

♦ 食料廃棄物や家畜を利用するなどといったアイデアが出て
きてとても面白いと思った。生物と自然の関わりを再確認
できたので学んだことを活かし、今後の地球を担うユース
世代として積極的に取り組んでいきたい。

♦ もっとほかの県の人たちの取組みを聞いてみたいと思った。

♦ ほかの高校の人が、「自分たちのやっている取組みに興味
を持ってもらい、たくさんの人に広めたい。」というのを
聞いて、私もたくさんの人との連携を大切にしたいと思った。

会場参加 9 校のみなさん

参加者多数のため、高校生の感想より抜粋して掲載させていただきます。

会場＆Web
合計14 高校

2022年7月29日（金）、宮城県仙台市の会議室で「高校生SDGsセミナー」を開催。
東北地区の9校が会場参加、5校がWeb参加。全14校の高校生がSDGs意見
交換を実施しました。
主催： 独立行政法人環境再生保全機構　全国ユース環境ネットワーク事務局
共催： 特定非営利活動（NPO）法人　環境会議所東北　環境甲子園

北海道標津高等学校は、日頃から、いろいろな環境活動を実践しています。
標津高校を参考に、みなさんの高校でも何かのアクションに取り組んでみてはいかがでしょうか？

「全国ユース環境活動発表大会」に応募される全国の高校生は、
とても熱心に環境活動や SDGs 活動に取り組んでいます。あらためまして敬意を表します。
この活動が地域に広がり持続可能な取組みになりますよう継続されることを期待しています。
ところで、全国の高校では、生徒会や環境委員会ではどんな活動をしているのでしょうか？
先日のアンケートより回答をいただいていますので、その事例をご紹介いたします。

内　容
❶ 情報共有～ SDGs概要
❷ 基調講演　東北工業大学　山田 一裕教授
 （講演名：環境研究との出会いと今）
❸ ワークショップ　生物多様性の保全とSDGs

特別企画

Web参加 5 校のみなさん

セミナーの様子

東北工業大学
山田 一裕教授

基調講演資料

綺麗な海を守る！
北海道標津高等学校は、知床半島の付け根に位置する全校生徒100名の普通科高校
です。本校では、綺麗な海を守るため、野付巡検、知床ゴミゼロ運動、海洋マイク
ロプラスチック調査の３つ環境活動に取り組んでいます。
自然観察と漂着ゴミの回収
１学年の総合的な探求の時間では、「野付巡検」を実施しています。
野付半島先端の砂嘴で、自然観察と漂着ゴミの回収を行っています。
小中学生とともに
知床ゴミゼロ運動は、生徒会が主体となり、昨年度は町内の小中学生とともに海洋ゴミの回収を行いました。
また、今年度は近隣３高校と連携して運動を行い、海洋ゴミ問題について広く意識を高めることができました。
海洋マイクロプラスチックに着目
自然科学部では、SDGs14に向けて、ゴミ拾いでは回収しきれない海洋マイクロプラスチックに着目し調査をしています。
安価で安全なプラスチックの検出法として、偏光板を用いる方法と塩化カルシウム水溶液を用いる方法を確立しました。
これからも綺麗な海を守るため、SDGsを意識しながら環境活動に取り組み続けます。

標津高校

東北地区 高校生SDGsセミナー新企画 全国高校の環境活動 事例紹介
全国の高校の生徒会・環境委員会の環境活動、SDGs活動をご紹介！

生徒会や環境委員会の環境活動・SDGs 活動
（アンケートより抜粋）

（イメージ）

【北海道】
●知床ごみゼロ運動
●ペットボトルキャップの回収、リユース
品の物資支援

【東北】
●小さな家電等・ぺットボトルキャップ
の回収

●全校生徒で地域の緑化活動に取り
組んでいる

●コンタクトレンズ空ケース回収、ごみ
拾い清掃

【関東】
●環境美化、リサイクル、エコ石けん、
花壇

●古紙回収、クリーン作戦
●浜松市SDGsプラットフォーム推進
●校内外の清掃活動
●ゴミの分別活動、花壇の手入れ、
そうじ用具の整理等

●生徒、職員共に環境美化、コロナ対策
●コンポストマシンを活用したエコ活動、
ペットボトルのキャップ回収・ラベル
レス運動

●毎年恒例　舎外清掃
●ゴミ拾い

●PET ボトルキャップの回収など
●文化祭ゴミ削減

【中部】
●校内・郊外での美化活動
●地域清掃や河川環境啓発などを実施
●生徒会役員が地域のリーダー研修
に参加し、諸行事で環境保全活動に
参加

●再生資源回収

【近畿】
●マコモを使った伝統素材の活用
●天橋立の清掃活動
●地域住民による河川清掃活動への
参加など

【中国】
●ペットボトルキャップを集め、発展
途上国で子どものワクチン代として
寄付している

●校内美化、ごみの分別の徹底など

【四国】
●教室環境の整備
●地域の清掃活動、リサイクル活動など
●グリーンカーテンを実施している
●リサイクルやエコ活動に取り組んでいる

【九州・沖縄】
●ペットボトルキャップ集め
●校外ゴミひろい
●校内美化
●環境美化係としてゴミの分別や緑化
活動

高校
紹介

授業

生徒会

自然
科学部

北海道標津高等学校事例紹介 授業 生徒会 自然科学部

東北地区 高校生 SDGs セミナー 2022夏セミナー内容

知床ゴミゼロ運動

（抜粋）


